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中
国
研
究
集
刊
結
号
（
総
四
十
二
号
）
平
成
十
八
年
十
二
月
四
七
—
五
八
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

本
提
要
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
三
十
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
新

出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
七
）
」
の
続
編
で
あ
る
。
前
回
同
様
、

郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
・
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上

博
楚
簡
）
に
関
す
る
文
献
を
主
対
象
と
し
た
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上

海
古
籍
出
版
社
、

0
0
五
年
十
二
月
、
三
二
九
頁
、
縦
組
繁
体

字）
上
博
楚
簡
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈
文
と
を
収
録
し
た
書
の
第

五
分
冊
（
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
は
提
要
（
一
）
、
第
三
分
冊
は
提

要
（
四
）
、
第
四
分
冊
は
提
要
（
六
）
で
解
説
済
み
）
。
本
巻
は
、
『
競

建
内
之
』
・
『
飽
叔
牙
与
隔
朋
之
諌
』
・
『
季
庚
子
問
於
孔
子
』
・
『
姑
成 （八）

家
父
』
・
『
君
子
為
礼
』
・
『
弟
子
問
』
．
『
三
徳
』
・
『
鬼
神
之
明
融
師

有
成
氏
』
の
八
篇
を
収
録
し
て
い
る
。
「
図
版
」
（
写
真
版
）
と
「
釈

文
考
釈
」
と
の
二
部
よ
り
な
る
。

『
競
建
内
之
』
の
釈
文
担
当
者
は
陳
侃
芥
氏
で
あ
る
。
十
簡
か

ら
な
り
、
篇
題
は
第
一
簡
背
面
に
「
競
建
内
之
」
と
あ
る
。
竹
簡

の
形
制
は
『
飽
叔
牙
与
隔
朋
之
諌
』
と
ほ
ぼ
同
じ
。
本
篇
は
、
日

食
時
に
お
け
る
斉
の
桓
公
と
飽
叔
牙
・
隔
朋
と
の
対
話
を
記
述
し
て

い
る
。
隅
朋
と
飽
叔
牙
と
に
関
す
る
事
は
、
史
書
に
多
く
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
本
篇
の
内
容
は
そ
れ
ら
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。『
飽
叔
牙
与
限
朋
之
諫
』
の
釈
文
担
当
者
は
陳
侃
芥
氏
で
あ
る
。

九
簡
か
ら
な
り
、
第
九
簡
に
篇
題
が
あ
る
。
本
篇
は
、
飽
叔
牙
．

阻
朋
の
二
大
夫
が
斉
の
桓
公
に
直
諫
す
る
内
容
で
あ
る
。
竹
簡
の

形
制
は
『
競
建
内
之
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
篇
を
同

の
篇
と
す
る
研
究
者
も
い
る
。
形
制
面
と
内
容
面
か
ら
は
同
一

草

野

友

子
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篇
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
・
筆
画
が
違
う
こ
と
が

大
き
な
障
害
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
動
向
を
見
逃
せ
な
い
文
献
で

あ
る
。『
季
庚
子
問
於
孔
子
』
の
釈
文
担
当
者
は
、
膜
茅
左
氏
で
あ
る
。

二
十
三
簡
か
ら
な
り
、
篇
題
は
無
く
、
冒
頭
の
「
季
庚
子
問
於
孔

子
」
よ
り
取
る
。
そ
の
内
容
は
、
季
康
子
と
孔
子
と
が
、
国
の
統

治
に
つ
い
て
問
答
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
孔
子
の
政
治
論
が

窺
え
る
。
『
姑
成
家
父
』
の
釈
文
担
当
者
は
李
朝
遠
氏
で
あ
る
。
十
簡
か

ら
な
り
、
篇
題
は
無
く
、
冒
頭
の
「
姑
成
家
父
」
よ
り
取
る
。
本

篇
は
、
春
秋
中
期
の
晋
国
の
三
郁
（
郁
綺
•
郁
魃
•
郁
至
）
に
関

係
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
『
左
伝
』
・
『
国
語
』
な
ど

の
文
献
と
相
違
が
あ
り
、
本
篇
の
基
本
的
立
場
は
三
部
に
同
情
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
君
子
為
礼
』
の
釈
文
担
当
者
は
、
張
光
裕
氏
で
あ
る
。
十
六

簡
か
ら
な
り
、
篇
題
は
、
第
一
簡
の
「
君
子
為
豊
（
礼
）
」
の
句
よ

り
取
る
。
全
体
的
に
竹
簡
の
残
欠
が
多
い
。
本
篇
の
多
く
は
孔
子

と
弟
子
と
の
間
の
問
答
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
中
に
登
場
す

る
人
物
は
、
孔
子
・
顔
淵
•
子
羽
·
子
貢
•
子
産
・
舜
·
萬
ら
で

あ
る
。
前
半
部
は
孔
子
と
顔
淵
と
の
「
礼
」
と
「
仁
」
の
関
係
に

つ
い
て
の
問
答
、
後
半
部
は
子
羽
と
子
貢
と
が
、
孔
子
と
子
産
の

ど
ち
ら
が
賢
人
で
あ
る
か
と
い
う
内
容
の
問
答
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
第
十
六
簡
に
は
「
子
治
詩
書
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
「
六

経
」
の
成
立
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
君
子
為
礼
』

と
『
弟
子
問
』
の
一
部
と
は
連
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
竹
簡

の
多
く
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
竹
簡
の
形
制
か
ら
判
断
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

『
弟
子
問
』
の
釈
文
担
当
者
は
、
張
光
裕
氏
で
あ
る
。
二
十
五

簡
か
ら
な
り
、
篇
題
は
無
く
、
整
理
者
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。

全
て
残
簡
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
が
連
続
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
本
篇
は
、
孔
子
と
弟
子
と
の
応
対
問
答
に
関
わ
る
内
容
で

あ
る
。
孔
子
と
宰
我
•
顔
淵
、
顔
淵
と
子
由
、
及
び
子
羽
と
子
貢

と
の
問
答
等
を
含
み
、
そ
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
附
簡

は
、
『
論
語
』
学
而
の
「
巧
言
令
色
、
鮮
突
仁
」
に
相
当
す
る
と
見

ら
れ
、
注
目
に
値
す
る
。

『
三
徳
』
の
釈
文
担
当
者
は
李
零
氏
で
あ
る
。
二
十
二
簡
か
ら

な
り
、
別
に
一
簡
が
あ
る
（
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
文

物
館
所
蔵
。
こ
れ
を
附
簡
と
す
る
）
。
篇
題
は
無
く
、
『
大
戴
礼
記
』

四
代
と
類
似
す
る
一
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
理
者
に
よ
っ
て
「
三

徳
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
天
」
・
「
地
」
・
「
人
（
民
）
」

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
篇
に
お
け
る
「
天
」
と
「
人
」
と
の

関
係
は
、
典
型
的
な
天
人
相
関
で
あ
り
、
人
為
が
「
天
」
に
感
応

し
、
「
天
」
が
人
為
に
応
じ
た
禍
福
を
降
す
と
い
う
思
想
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
人
格
神
と
し
て
上
天
•
上
帝
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
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る
点
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

『
鬼
神
之
明
融
師
有
成
氏
』
の
釈
文
担
当
者
は
曹
錦
炎
氏
で

あ
る
。
八
簡
か
ら
な
る
。
篇
題
は
無
く
、
『
鬼
神
之
明
』
は
整
理
者

が
内
容
に
基
づ
い
て
名
付
け
た
も
の
、
『
融
師
有
成
氏
』
は
冒
頭
五

字
よ
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
簡
の
墨
節
に
よ
っ
て
、
『
鬼
神

之
明
』
と
『
融
師
有
成
氏
』
と
を
分
け
て
い
る
。
『
鬼
神
之
明
』
は
、

『
墨
子
』
の
侠
文
の
可
能
性
が
あ
る
。
『
融
師
有
成
氏
』
は
、
上
古

の
伝
説
上
の
人
物
の
故
事
や
夏
・
商
の
歴
史
に
関
わ
る
内
容
を
叙

述
し
て
い
る
。

な
お
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
は
当
初
、
全
六
冊
で
刊

行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
最
新
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
全

九
冊
程
度
と
な
り
、
さ
ら
に
別
冊
が
加
わ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
誌
四
十
一
号
掲
載
の
戦
国
楚
簡
研
究
会

「
中
国
湖
南
省
長
沙
学
術
調
査
報
告
」
参
照
。

『
古
代
思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
（
浅
野
裕
一
編
、

1
0
0
五
一
月
、
三
八
六
頁
、
縦
組
和
文
）

汲
古
書
院
、

郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
、
中
国
哲
学
研
究
と
中
国
古
文
字
学
研
究

の
専
門
家
か
ら
な
る
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
に
よ
る
共
同
研
究
の

成
果
を
ま
と
め
た
書
。

本
書
は
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
考
十
六
篇
を
収
録
す
る
。
第

一
部
「
総
論
」
、
第
二
部
「
思
想
史
研
究
」
、
第
三
部
「
古
文
字
学

研
究
」
の
三
部
構
成
で
あ
る
。

第
一
部
「
総
論
」
の
第
一
章
「
戦
国
楚
簡
と
古
代
中
国
思
想
史

の
再
検
討
」
（
浅
野
裕
一
）
で
は
、
戦
国
楚
簡
を
取
り
扱
う
意
義
を

明
ら
か
に
し
、
戦
国
楚
簡
研
究
が
中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
い
か

な
る
再
検
討
を
迫
る
か
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。

第
二
部
「
思
想
史
研
究
」
は
十
二
章
か
ら
な
り
、
文
献
の
性
格
、

伝
世
文
献
と
の
比
較
、
文
献
の
思
想
的
な
特
色
等
に
つ
い
て
の
論

考
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
す
る
。
ま
た
、
『
春
秋
』
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
の
論
考
が
あ
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
一
章
「
『
六

徳
』
の
全
体
構
造
と
著
作
意
図
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
二
章
「
郭
店

楚
簡
『
細
衣
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
三
章
「
『
窮

達
以
時
』
の
「
天
人
の
分
」
に
つ
い
て
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
四
章

「
『
唐
虞
之
道
』
の
著
作
意
図
ー
禅
譲
と
血
縁
相
続
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

（
浅
野
裕
一
）
、
第
五
章
「
『
魯
穆
公
問
子
思
』
に
お
け
る
「
忠
臣
」

の
思
想
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
六
章
「
『
尊
徳
義
』
に
お
け
る
理
想

的
統
治
」
（
菅
本
大
二
）
、
第
七
章
「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
と

上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
と
の
関
係
」
（
竹
田
健
二
）
、
第
八
章
「
郭

店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
の
性
説
」
（
竹
田

健
二
）
、
第
九
章
「
『
五
行
篇
』
の
成
立
事
情
ー
郭
店
写
本
と
馬
王

堆
写
本
の
比
較
ー
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
十
章
「
『
春
秋
』
の
成
立

(49) 



時
期
ー
平
勢
説
の
再
検
討
ー
」
（
浅
野
裕
）
、
第
十
一
章
「
『
太

一
生
水
』
と
『
老
子
』
の
道
」
（
浅
野
裕
）
、
第
十
二
章
「
『
語

叢
』
（
一
・
ニ
・
三
）
の
文
献
的
性
格
」
（
福
田
哲
之
）
。

第
三
部
「
古
文
字
学
研
究
」
は
、
三
章
か
ら
な
り
、
竹
簡
の
分

類
と
排
列
か
ら
『
語
叢
三
』
を
再
検
討
し
た
も
の
、
戦
国
簡
贖
文

字
に
お
け
る
二
つ
の
様
式
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
、
楚
墓
出
土

簡
贖
文
字
に
お
け
る
位
相
を
検
討
し
た
も
の
を
掲
載
す
る
。
各
章

の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
一
章
「
『
語
叢
三
』
の
再
検
討
ー
竹
簡

の
分
類
と
排
列
ー
」
（
福
田
哲
之
）
、
第
二
章
「
戦
国
簡
贖
文
字
に

お
け
る
二
様
式
」
（
福
田
哲
之
）
、
第
三
章
「
楚
墓
出
土
簡
閥
文
字

に
お
け
る
位
相
」
（
福
田
哲
之
）
。

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
の
論
考
も
、
他
の
学
術
雑
誌

に
既
出
の
論
文
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
出
に
つ
い
て
は
巻

末
に
「
初
出
誌
一
覧
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
序
文
」
に
お
い
て
浅
野
裕
一
氏
は
、
中
国
・
台
湾
・
欧
米
の

学
界
は
、
戦
国
楚
簡
に
関
す
る
数
多
く
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
学
界
で
は
研
究
者
自
体
が
極
め
て

少
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
本
書
は
、
日
本
の
戦
国
楚
簡
研
究
が

海
外
か
ら
後
れ
を
取
っ
て
い
る
状
況
の
打
開
に
役
に
立
ち
た
い
と

の
思
い
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
湯
浅
邦
弘
氏
は
、
戦
国
楚
簡
研

究
会
の
足
跡
と
現
状
を
述
べ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
本
研
究
会
が

盛
ん
に
研
究
会
合
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
国
内
外
の
学
会
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
数
々
の
刊
行
物
を
発
行
し
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
実
際
に
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
活
動
範
囲
の
広
さ
と
積
極
性
は
、
今
後
の
戦
国
楚
簡
研
究
の

活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
、
本
書
に
対
す
る
書
評
と
し
て
有
馬
卓
也
氏
の
「
出
土
資

料
研
究
ー
次
の
ス
テ
ッ
プ
ヘ
」
（
『
第
三

0
四
号
、
東
方
書

店
、
二

0
0
六
年
六
月
）
が
あ
る
。

『
中
国
古
文
献
与
戦
国
文
字
研
究
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析

叢
書

p
o
2
3
、
福
田
哲
之
著
、
佐
藤
将
之
・
王
銹
斐
合
訳
、
万

巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
一

0
0
五
年
十
一
月
、
二
三
四
頁
、

横
組
繁
体
字
）

中
国
古
文
字
学
研
究
の
専
門
家
に
よ
る
中
国
出
土
古
文
献
と
戦

国
文
字
に
つ
い
て
の
研
究
書
。
全
八
章
か
ら
な
り
、
大
き
く
四
部

に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
部
分
に
は
阜
陽
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
に
関
す

る
論
考
二
篇
、
第
二
部
分
に
は
阜
陽
漢
墓
木
贖
・
定
州
漢
墓
竹
簡

『
儒
家
者
言
』
に
関
す
る
論
考
二
篇
、
第
三
部
分
に
は
郭
店
楚
簡
．

上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
考
二
篇
、
第
四
部
分
に
は
戦
国
簡
贖
文
字

に
関
す
る
論
考
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。
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第
一
部
分
「
阜
陽
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
研
究
」
で
は
、
第
一
章
「
阜

陽
漢
簡
『
蒼
頷
篇
』
之
文
献
特
性
ー
与
秦
本
之
関
係
」
、
第
二
章
「
『
蒼

頷
篇
』
之
内
容
与
結
構
」
の
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

第
二
部
分
「
阜
陽
漢
墓
木
贖
与
定
州
漢
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』

研
究
」
で
は
、
第
三
章
「
阜
陽
漢
墓
木
贖
出
土
木
讀
章
題
考
ー
以

一
号
・
―
一
号
木
贖
為
中
心
ー
」
、
第
四
章
「
阜
陽
漢
墓
一
号
木
贖
章

題
与
定
州
漠
墓
竹
簡
『
儒
家
者
言
』

I
与
『
新
序
』
『
説
苑
』
『
孔

子
家
語
』
之
関
係
」
の
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

第
三
部
分
「
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
研
究
」
で
は
、
第
五
章
「
郭

店
楚
簡
〈
語
叢
三
〉
之
再
検
討
」
、
第
六
章
「
上
博
楚
簡
〈
中
弓
〉

与
《
論
語
・
子
路
》
篇
「
仲
弓
為
季
氏
宰
」
章
」
の
二
篇
を
掲
載

し
て
い
る
。

第
四
部
分
「
戦
国
簡
贖
文
字
研
究
」
で
は
、
第
七
章
「
戦
国
簡

贖
文
字
之
両
種
様
式
」
、
第
八
章
「
関
於
戦
国
楚
墓
文
字
的
幾
個
問

題
蘇
疋
墓
出
土
簡
贖
文
字
之
形
体
様
貌
」
の
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

本
書
掲
載
の
論
文
は
、
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
学
術
雑
誌
や

研
究
書
に
て
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
中
国
語
訳
し
た
も
の
で
あ

り
、
原
出
は
「
訳
者
跛
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
一
員
で
あ
り
、
新
出
土
資
料

を
文
字
学
の
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
る
数
少
な
い
日
本
人
研
究
者

で
あ
る
。
そ
の
成
果
が
中
国
語
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

国
内
外
で
の
戦
国
楚
簡
研
究
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

『
戦
国
楚
簡
与
秦
簡
之
思
想
史
研
究
』
（
出
土
文
献
訳
注
研

析
叢
書
P
o
2
4
、
湯
浅
邦
弘
著
、
佐
藤
将
之
監
訳
、
万
巻
楼
図

書
股
伶
有
限
公
司
、

0
0
六
年
六
月
、
二
七
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

新
出
土
資
料
で
あ
る
戦
国
楚
簡
（
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
）
と

秦
簡
（
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
）
と
に
関
す
る
研
究
書
。
全
十
章
か
ら

な
り
、
大
き
く
四
部
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
部
分
に
は
総
論
一
篇
、

第
二
部
分
に
は
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
考
二
篇
、
第
三
部
分
に
は

上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
考
五
篇
、
第
四
部
分
に
は
睡
虎
地
秦
墓
竹

簡
に
関
す
る
論
考
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

第
一
部
分
「
総
論
」
第
一
章
「
戦
国
楚
簡
与
中
国
古
代
思
想
史

研
究
」
で
は
、
ま
ず
第
一
節
で
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
の
基
本
情

報
を
明
記
す
る
。
第
二
節
で
は
、
戦
国
楚
簡
研
究
の
展
開
を
概
略

し
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
日
本
に
お
け
る
研
究
状
況
を
概
略
し

て
い
る
。
戦
国
楚
簡
の
発
見
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
研
究
状
況

を
網
羅
し
て
い
る
た
め
、
戦
国
楚
簡
の
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
初
心
者
に
と
っ
て
も
研
究
状
況
を
把
握
し
や
す
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

第
二
部
分
「
郭
店
楚
簡
研
究
」
で
は
、
第
二
章
「
〈
魯
穆
公
問
子

思
〉
与
先
秦
的
「
忠
臣
」
思
想
」
、
第
三
章
「
〈
六
徳
〉
之
全
体
結

構
及
其
著
作
目
的
」
の
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。
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一
部
分
「
上
博
楚
簡
研
究
」
で
は
、
第
四
章
「
〈
従
政
〉
的
竹

簡
連
接
与
分
節
」
、
第
五
章
「
〈
従
政
〉
与
儒
家
的
「
従
政
」
」
、
第

六
章
「
〈
影
祖
〉
中
的
「
長
生
」
思
想
」
、
第
七
章
「
〈
昭
王
毀
室
〉

中
的
父
母
合
葬
」
、
「
代
代
相
伝
的
先
王
故
事
ー
〈
昭
王
与
襲
之
牌
〉

的
文
献
性
質
」
の
五
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

第
四
部
分
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
研
究
」
で
は
、
第
九
章
「
秦
律

的
理
念
」
、
第
十
章
「
秦
的
法
思
想
」
の
二
篇
を
掲
載
し
て
い
る
。

本
書
掲
載
の
論
文
は
、
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
学
術
雑
誌
や

研
究
書
に
て
既
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
中
国
語
訳
し
た
も
の
で
あ

り
、
原
出
は
「
訳
者
跛
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
一
員
で
あ
り
、
新
出
土
資
料

に
関
す
る
数
々
の
研
究
論
文
を
積
極
的
に
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の

成
果
が
中
国
語
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
内
外
で
の
出
土
資
料

研
究
の
発
展
に
大
き
く
影
郷
竺
す
る
で
あ
ろ
う
。

『
郭
店
楚
簡
与
先
秦
学
術
思
想
』
（
郭
祈
著
、
上
海
教
育
出

版
社
、

0
0
一
年
二
月
、
八
五
九
頁
、
横
組
簡
体
字
）

郭
店
楚
簡
と
先
秦
学
術
思
想
と
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
書
。

は
じ
め
に
「
緒
論
」
が
あ
り
、
本
論
は
大
き
く
三
巻
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
「
緒
論
」
で
は
、
郭
店
楚
簡
と
中
国
学
術
思
想
と
に
関
す

る
総
論
を
掲
載
し
て
い
る
。

第
一
巻
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
六
種
考
釈
」
で
は
、
『
老
子
』
・
『
太

一
生
水
』
・
『
五
行
』
・
『
成
之
聞
之
』
・
『
性
自
命
出
』
の
五
文
献
に

対
す
る
考
釈
を
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
原
文
•
他
の
版
本
と
の
比

較
・
考
証
・
釈
義
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
成
之
聞
之
』
．

『
性
自
命
出
』
に
つ
い
て
は
、
別
の
篇
題
を
提
案
し
、
さ
ら
に
『
性

自
命
出
』
は
上
下
二
部
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
篇
題
を
つ
け
て

い
る
。第
二
巻
「
文
献
与
史
実
」
は
、
四
篇
か
ら
な
る
。
第
一
篇
「
孔

子
与
《
周
易
》
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
孔
子
と
易
と
に
関
す
る
論
考

を
掲
載
し
て
い
る
。
第
二
篇
「
郭
店
楚
簡
与
《
論
語
》
類
文
献
」

は
二
章
か
ら
な
り
、
郭
店
楚
簡
と
『
論
語
』
・
『
孝
経
』
と
に
関
す

る
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
三
篇
「
郭
店
楚
簡
与
子
思
学
派
及

其
文
献
」
は
五
章
か
ら
な
り
、
郭
店
楚
簡
と
『
礼
記
』
・
『
中
庸
』
．

『
子
思
』
・
『
子
思
子
』
・
『
五
行
』
・
『
大
学
』
と
に
関
す
る
論
考
を

掲
載
し
て
い
る
。
第
四
篇
「
郭
店
楚
簡
与
道
家
及
其
文
献
」
は
二

章
か
ら
な
り
、
『
老
子
』
・
『
太
一
生
水
』
に
関
す
る
論
考
を
掲
載

し
て
い
る
。

第
三
巻
「
先
秦
思
想
的
主
流
」
は
五
篇
か
ら
な
る
。
第
一
篇
「
夏
・

商
・
周
的
観
念
世
界
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
天
命
鬼
神
観
念
•
陰

陽
観
念
・
人
文
主
義
思
潮
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。
第

-
「
孔
子
＂
「
下
学
而
」
は
五
章
か
ら
な
り
、
孔
子
の
学
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術
使
命
・
礼
学
・
仁
学
・
易
学
・
中
庸
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し

て
い
る
。
第
三
篇
「
思
孟
学
派
i

上
下
貫
通
内
外
円
融
」
は
三
章

か
ら
な
り
、
『
天
命
』
・
『
大
学
』
．
孟
子
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し

て
い
る
。
第
四
篇
「
道
家
属
貶
身
与
治
国
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
老

皓
•
太
史
億
•
関
弄
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
五
篇

「
隠
逸
家
~
「
洸
洋
自
恣
以
適
己
」
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
中
国
哲

学
の
中
の
「
自
由
」
の
問
題
や
、
隠
逸
家
と
道
家
と
の
分
野
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
荘
子
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
附
録
と
し
て
、
「
現
代
化
壺
匹
科
技
革
命
到
伝
統
復
興
」

と
い
う
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
の
総
論
、
各
文
献
の

詳
細
な
考
釈
、
各
文
献
と
伝
世
文
献
と
の
比
較
・
考
察
な
ど
、
幅

広
い
視
野
か
ら
郭
店
楚
簡
と
先
秦
思
想
と
を
研
究
し
て
い
る
た
め

に
、
非
常
に
重
厚
な
研
究
書
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
伝
世
文
献

と
の
比
較
を
通
し
た
考
察
は
、
郭
店
楚
簡
と
先
秦
学
術
思
想
と
を

研
究
す
る
上
で
大
変
有
益
で
あ
る
。

『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
書
宏
微
観
』
（
顧
史
考
（
（
美
）

S
c
o
t
t
 

C
o
o
k
)

、
台
湾
学
生
書
局
、
二

0
0
六
年
六
月
、
二
七
九
頁
、
縦
組

繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
を
対
象
と
し
た
研
究
書
。
郭
店
楚
簡
の
中
で
も
儒
家

系
文
献
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
内
容
は
、
「
宏
観
篇
」
と
「
微
観

篇
」
の
二
部
構
成
で
あ
り
、
全
九
章
か
ら
な
る
。

「
宏
観
篇
」
は
、
郭
店
楚
簡
儒
家
系
文
献
を
広
い
視
野
か
ら
捉

え
、
そ
の
思
想
上
及
び
学
術
史
上
の
意
義
を
論
ず
る
。
特
に
、
「
以

人
治
人
」
の
思
想
・
礼
楽
美
学
思
想
・
「
情
義
終
始
論
」
等
の
哲
学

的
な
課
題
を
追
究
す
る
。
な
お
か
つ
、
こ
れ
ら
の
思
想
の
歴
史
的

背
景
、
戦
国
諸
子
と
の
関
係
、
後
世
儒
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
る
。
「
宏
観
篇
」
の
内
訳
は
、
以
下
の
通
り
。
一
「
従

礼
教
与
刑
罰
之
弁
看
先
秦
書
子
的
詮
釈
伝
統
」
、
二
「
従
楚
国
竹
簡

論
戦
国
「
民
道
」
思
想
」
、
三
「
郭
店
楚
簡
儒
家
逸
書
及
其
対
後
世

儒
学
思
孟
道
統
的
意
義
」
、
四
「
以
新
出
楚
簡
重
遊
中
国
古
代
的
詩

歌
音
楽
美
学
」
。

「
微
観
篇
」
は
、
一
転
し
て
、
釈
読
上
の
個
別
具
体
的
な
問
題

に
重
点
を
置
き
、
竹
簡
の
排
列
順
序
、
章
節
文
句
の
句
読
と
解
釈
、

及
び
個
々
の
文
字
の
釈
読
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、
出
土
資

料
と
伝
世
文
献
と
を
ど
の
よ
う
に
照
合
す
べ
き
か
の
理
論
に
つ
い

て
も
追
究
し
て
い
る
。
「
微
観
篇
」
の
内
訳
は
、
以
下
の
通
り
。
五

「
古
今
文
献
与
史
家
之
喜
新
守
旧
」
、
六
「
郭
店
楚
簡
儒
家
逸
書
的

排
列
調
整
眺
議
」
、
七
「
読
〈
尊
徳
義
〉
札
記
」
、
八
「
郭
店
楚
簡

〈
成
之
〉
等
篇
雑
志
」
、
九
「
従
《
楚
辞
》
韻
例
看
郭
店
楚
簡
〈
語

叢
四
〉
」
。
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『
簡
吊
典
籍
異
文
側
探
』
（
徐
富
昌
著
、
国
家
出
版
社
、

0
六
二
月
、
五
七
二
頁
、
横
組
繁
体
字
）

簡
吊
典
籍
と
伝
世
文
献
と
の
異
文
を
対
照
・
考
察
し
た
研
究
書
。

全
十
三
章
か
ら
な
り
、
大
き
く
「
緒
論
篇
」
・
「
異
文
考
察
篇
」
・
「
異

文
対
照
篇
」
・
「
結
語
」
の
四
篇
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
異

文
」
と
は
、
一
っ
の
書
の
異
な
る
版
本
・
伝
本
、
あ
る
い
は
異
本

間
の
別
字
を
指
す
。

「
緒
論
篇
」
で
は
、
異
文
の
原
因
及
び
形
式
に
つ
い
て
の
総
論

を
記
載
し
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
一
「
緒
論
韮
〖

籍
異
文
概
説
」
、
二
「
簡
吊
典
籍
異
文
産
生
的
原
因
」
、
三
「
簡
吊

典
籍
与
伝
世
典
籍
異
文
現
象
分
析
」
、
四
「
簡
吊
典
籍
在
異
文
考
察

上
的
意
義
ー
以
簡
吊
本
《
老
子
》
為
核
心
的
説
明
」
。

「
異
文
考
察
篇
」
で
は
、
出
土
簡
吊
典
籍
と
伝
世
文
献
と
の
間

の
各
種
の
異
文
現
象
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
う
し
た
現
象
が
発
生

し
た
理
由
を
示
し
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
五
「
上

博
《
周
易
》
異
文
初
探
ー
以
異
体
字
及
通
仮
字
為
中
心
的
考
察
」
、 1

0
 

「
宏
観
篇
」
・
「
微
観
篇
」
の
篇
を
合
わ
せ
て
つ
の
書
と
す

る
の
は
、
多
角
的
に
郭
店
楚
簡
儒
家
系
文
献
の
全
体
を
見
極
め
よ

う
と
す
る
意
図
に
よ
る
。

六
「
上
博
《
紆
衣
》
•
郭
店
《
稲
衣
》
与
今
本
《
細
衣
》
異
文
側
探

ー
以
通
仮
異
文
為
核
心
的
考
察
」
、
七
「
郭
店
《
老
子
》
与
今
本
《
老

子
》
異
文
側
探
ー
以
通
仮
異
文
為
中
心
」
、
八
「
《
定
州
論
語
》
与

今
本
《
論
語
》
異
文
側
探
」
。

「
異
文
対
照
篇
」
で
は
、
簡
吊
典
籍
と
伝
世
文
献
と
の
間
の
異

文
を
利
用
し
、
校
勘
•
比
較
を
進
め
、
対
照
表
を
作
り
、
異
文
分

析
の
エ
具
書
と
し
て
学
界
に
提
供
す
る
こ
と
を
主
旨
と
し
て
い
る
。

各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
九
「
《
上
博
周
易
》
・
《
吊
書
周
易
》
．

《
阜
陽
周
易
》
及
今
本
《
周
易
》
異
文
対
照
」
‘
+
「
《
上
博
細
衣
》
．

《
郭
店
細
衣
》
与
今
本
《
礼
記
細
衣
》
異
文
対
照
」
、
十
一
「
《
郭

店
老
子
》
．
《
吊
甲
本
老
子
》
．
《
吊
乙
本
老
子
》
及
《
王
弼
本
老
子
》

異
文
対
照
」
、
十
二
「
《
定
州
論
語
》
与
今
本
《
論
語
》
異
文
対
照
」
。

「
結
語
」
に
は
、
十
三
「
出
土
文
献
新
証
与
文
献
考
察
ー
兼
論

異
文
在
文
献
詮
釈
中
的
価
値
」
と
し
て
、
出
土
文
献
が
示
す
新
た

な
証
拠
と
文
献
考
察
と
の
関
係
に
つ
い
て
総
述
し
、
併
せ
て
異
文

の
文
献
解
釈
上
の
価
値
を
論
じ
て
い
る
。

出
土
文
献
を
解
読
す
る
際
、
異
文
に
直
面
し
た
場
合
に
は
、
本

書
が
効
力
を
発
揮
す
る
と
言
え
よ
う
。

『
上
博
楚
簡
（
一
）
（
二
）
字
詞
解
詰
上
・
下
』
（
出
士

思
想
文
物
与
文
献
研
究
叢
書
二
十
二
、
邸
徳
修
著
、
台
湾
古
籍
出
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『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
に
収

録
さ
れ
て
い
る
九
つ
の
儒
家
系
文
献
（
『
孔
子
詩
論
』
・
『
紆
衣
』
．

『
性
情
論
』
・
『
民
之
父
母
』
・
『
子
羊
~
』
・
『
魯
邦
大
旱
』
・
『
従
政
』
．

『
昔
者
君
老
』
・
『
容
成
氏
』
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
文
献

の
「
字
」
・
「
詞
」
に
対
す
る
詳
細
な
解
説
・
論
証
を
行
っ
た
書
。

筆
画
順
に
一
画

S
二
十
五
画
ま
で
、
一
文
一
文
を
短
く
区
切
っ

て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
残
字
巻
に
は
、
一
部
が
残
欠
し
た
文
字
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、
「
主
要
参
考
書
目
」
・
「
上
博
楚

簡
主
要
参
考
論
著
目
録
」
を
附
す
。

本
書
の
構
成
は
、
ま
ず
一
文
を
上
げ
、
そ
の
下
に
上
博
楚
簡
の

各
文
献
の
名
称
を
記
載
す
る
。
そ
し
て
、
「
整
理
者
云
」
と
し
て
、

原
釈
文
担
当
者
の
案
語
を
表
示
す
る
。
次
に
、
「
解
詰
」
と
し
て
、

そ
の
字
詞
の
解
説
・
論
証
を
行
う
。
最
後
に
解
説
し
た
「
字
」
．

「
詞
」
を
実
際
に
簡
文
に
入
れ
て
、
そ
の
部
分
の
最
終
的
な
解
釈

を
導
き
出
し
て
い
る
。

な
お
、
巻
末
に
は
、
「
上
博
楚
簡
主
要
参
考
論
著
目
録
」
（
著
者

筆
画
順
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
を
見
る
と
、
日
本
人

研
究
者
の
論
文
を
も
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。 版
有
限
公
司
、
二

0
0
五
年
十
月
、
総
二
三

0
七
頁
、
縦
組
繁
体

字）

本
書
は
、
上
下
巻
に
わ
た
る
大
変
重
厚
な
書
で
あ
る
。
一
文
一

文
、
詳
細
な
考
証
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
研
究
成
果
は
今
後

の
上
博
楚
簡
研
究
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
本
書
に
は
索
引
が
な
い
。
筆
者
は
索
引
の
作
成
を

検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
刊
行
を
期
待
し
た
い
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
研
究
』
（
黄
人
二
著
、

高
文
出
版
社
、
二

0
0
五
一
月
、
二
三
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
に
関
す
る
釈
文
・
研
究
を
収
載
し
た
書
。
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
二
年
十

二
月
）
に
収
録
さ
れ
た
六
文
献
（
『
民
之
父
母
』
・
『
従
政
』
・
『
魯

邦
大
早
』
・
『
子
羊
~
』
・
『
昔
者
君
老
』
・
『
容
成
氏
』
）
を
対
象
と
し

て
い
る
。
全
六
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
は
総
論
（
「
戦
国
楚
系
出
士

簡
讀
概
況
及
研
究
之
三
任
務
」
）
、
第
二
章
は
『
民
之
父
母
』
・
『
従

政
』
の
校
読
、
第
三
章
は
『
魯
邦
大
早
』
・
『
子
羊
~
』
・
『
昔
者
君
老
』

の
校
読
、
第
四
章
は
『
容
成
氏
』
の
校
読
と
研
究
論
考
、
第
五
章

は
『
容
成
氏
』
に
関
す
る
研
究
論
考
、
第
六
章
は
余
論
と
し
て
漢

学
学
術
研
究
上
の
史
料
問
題
に
関
す
る
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
内
、
第
二
章

S
第
四
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
節
に
お
い

て
校
読
を
掲
載
す
る
。
各
文
献
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
や
釈
文
・
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語
釈
・
附
記
等
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
頁
下
段
に
注
を
附
す
と
い
う

構
成
で
あ
る
。

ま
た
、
第
四
章
•
第
五
章
で
は
、
特
に
『
容
成
氏
』
を
取
り
上

げ
た
研
究
論
文
を
計
五
本
掲
載
し
て
お
り
、
『
容
成
氏
』
を
研
究
す

る
の
に
大
変
有
益
で
あ
る
。

第
六
章
で
は
、
余
論
と
し
て
「
余
論
ー
兼
及
漢
学
学
術
研
究
上

的
史
料
問
題
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

本
書
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
と
比
べ
て
、

か
な
り
詳
細
に
釈
読
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
一
）
研
究
』
（
黄
人
二
著
、
高
文
出
版
社
、
二

0
0
二
年
八
月
、

ニ
八
三
頁
、
横
組
繁
体
字
）
は
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
提
要

（
二
）
で
解
説
済
み
）
。

『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
》
読
本
』
（
出
土
文

献
訳
注
研
析
叢
書
p
o
2
2

、
季
旭
昇
主
編
、
陳
恵
玲
•
連
徳
栄
・

李
銹
玲
合
撰
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
一

0
0
五
年
十
月
、

三
一
三
頁
、
横
組
・
縦
組
繁
体
字
）

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
0
0
三
年
十
二
月
）
と
し
て
公
開
さ
れ
た
文
献
四
篇
（
『
周
易
』
．

『
仲
弓
』
・
『
恒
先
』
・
『
影
祖
』
）
に
対
す
る
釈
文
・
語
釈
・
注
釈

を
収
載
し
た
書
。

第
三
分
冊
の
全
文
献
『
周
易
』
・
『
仲
弓
』
・
『
恒
先
』
・
『
影
祖
』

に
つ
い
て
、
各
々
「
題
解
」
（
該
当
文
献
に
対
す
る
簡
易
な
解
説
）
、

「
原
文
」
、
「
語
訳
」
（
現
代
中
国
語
訳
）
、
「
注
釈
」
（
伝
世
文
献
の

類
似
文
章
と
の
比
較
、
字
形
の
解
説
、
語
句
の
解
説
等
）
を
記
載

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
周
易
』
の
み
、
「
題
解
」
、
「
訳
釈
」
、
「
注
釈
」

と
い
う
構
成
で
あ
り
、
「
訳
釈
」
に
は
上
博
楚
簡
原
文
・
吊
書
本
原

文
・
現
行
本
原
文
を
併
記
し
て
対
照
さ
せ
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
文
字
を
対
照
さ
せ
る
た
め
に
、
各
文
献
の
竹
簡
の

文
字
を
模
写
し
た
も
の
と
、
隷
定
後
の
文
字
と
を
並
べ
て
記
載
し

て
い
る
。

内
容
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
三
）
』
の
原
釈
文
と
異
な
る
釈
読
を
提
示
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら

れ
る
点
で
あ
る
。
各
文
献
の
解
読
の
際
に
、
有
益
な
資
料
と
な
ろ

スっ
な
お
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
『
《
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
(
-
)
》
読
本
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P

0
1
7
、
季
旭
昇
主
編
、
陳
諜
慶
•
鄭
玉
珊
・
郷
溶
智
合
撰
、
万

巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
四
年
六
月
、
二
七

0
頁
、
横

組
・
縦
組
繁
体
字
。
提
要
（
六
）
で
解
説
済
み
）
、
『
《
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
》
読
本
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P

(56) 



0
1
6

、
季
旭
昇
主
編
、
陳
美
蘭
•
蘇
建
洲
•
陳
嘉
凌
合
撰
、
万

巻
楼
図
書
股
扮
有
限
公
司
、
二

0
0
三
年
七
月
、
二
四
六
頁
、
横

組
・
縦
組
繁
体
字
。
提
要
（
二
）
で
解
説
済
み
）
が
あ
る
。

『
郭
店
楚
簡
《
老
子
》
釈
読
』
（
部
各
泉
著
、
湖
南
人
民
出
版

社
、
二

0
0
五
年
三
月
、
三
九
二
頁
、
横
組
簡
体
字
）

「
釈
読
」
部
分
で
あ
り
、
文

郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
・
乙
・
丙
に
つ
い
て
、
詳
細
な
釈
読
を

掲
載
し
て
い
る
書
。
「
原
文
」
・
「
釈
文
」
・
「
釈
読
」
（
各
字
に
対
す

る
詳
細
な
語
釈
）
・
「
訂
文
」
（
校
訂
原
文
）
・
「
訳
文
」
（
現
代
中
国

語
訳
）
・
「
随
記
」
（
著
者
に
よ
る
読
書
ノ
ー
ト
や
著
者
の
意
見
を

記
し
た
も
の
）
を
各
々
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
甲
•
乙
・
丙
の

各
章
が
王
弼
本
の
何
章
に
該
当
す
る
か
も
記
載
し
て
い
る
。
巻
末

に
は
、
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
原
文
」
で
は
、
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
荊
門
市
博
物
館
編
、
文

物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
五
月
、
二
三

0
頁
、
縦
組
繁
体
字
。
提

要
(
-
)
で
解
説
済
み
）
に
あ
る
竹
簡
の
図
版
を
電
子
化
し
て
使

用
し
て
い
る
た
め
、
竹
簡
の
文
字
の
画
像
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
各
字
の
下
に
は
、
隷
定
後
の
文
字
を
列
挙
し
て

い
る
。本
書
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
が

字
の
隷
定
、
解
釈
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
・
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
際
の
比
較
対
照
と
し
て
、
吊
書
本
・
通
行
本
（
河
上

公
本
・
王
弼
本
）
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
を
も

並
べ
て
挙
げ
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
甲
・
乙
・
丙
を
研
究

す
る
上
で
、
大
変
有
益
な
書
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
簡
吊
文
献
《
五
行
》
箋
証
』
（
二
十
世
紀
出
土
簡
吊
文
献
校

釈
及
研
究
叢
書
、
魏
啓
鵬
著
、
中
華
書
局
、
二

0
0
五
年
十
二
月
、

ニ
八
四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

『
五
行
』
に
関
す
る
研
究
書
。
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
は
も
ち
ろ

ん
、
『
五
行
』
と
の
関
係
で
、
上
博
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
、
郭
店
楚

簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
に
関
す
る
研
究
も
掲
載
し
て
い
る
。
上
巻
・

中
巻
・
下
巻
の
三
部
構
成
で
あ
り
、
さ
ら
に
附
録
が
あ
る
。

上
巻
で
は
、
「
郭
店
楚
簡
《
五
行
》
箋
証
」
と
し
て
、
最
初
に
郭

店
楚
簡
『
五
行
』
の
説
明
を
記
載
し
、
原
釈
文
と
箋
証
と
を
掲
載

す
る
。
箋
証
は
、
原
文
の
一
句
一
句
を
抜
き
出
し
て
、
筆
者
の
案

を
記
載
す
る
と
い
う
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

中
巻
で
は
、
「
例
言
」
、
「
序
一
」
、
「
序
二
」
と
あ
り
、
続
い
て

「
馬
王
堆
吊
書
《
徳
行
》
校
釈
」
、
「
馬
王
堆
吊
書
《
四
行
》
校
釈
」
、

「
吊
書
《
徳
行
》
研
究
札
記
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
注
＂
馬
王
堆
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吊
書
『
老
子
』
の
後
に
は
甲
本
巻
後
古
侠
書
と
総
称
さ
れ
る
四
篇

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
篇
題
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
整
理
者
に
よ
っ

て
『
五
行
』
・
『
伊
手
』
・
『
明
君
』
・
『
徳
聖
』
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、

著
者
の
魏
啓
鵬
氏
は
『
五
行
』
は
『
徳
行
』
と
、
『
徳
聖
』
は
『
四

行
』
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
本
書
で
も
そ
の

名
称
を
使
っ
て
い
る
。
）

下
巻
で
は
、
「
簡
吊
《
五
行
》
直
承
孔
子
詩
学
ー
読
《
楚
竹
書
・

孔
子
詩
論
》
割
記
」
、
「
論
魯
穆
公
変
法
中
的
子
思
ー
郭
店
楚
簡
《
魯

穆
公
問
子
思
》
及
相
関
問
題
研
究
」
、
「
「
《
子
思
子
》
輯
侠
校
補
」

を
掲
載
し
て
い
る
。
「
簡
吊
《
五
行
》
直
承
孔
子
詩
学
ー
読
《
楚
竹

書
・
孔
子
詩
論
》
割
記
」
は
、
簡
吊
『
五
行
』
と
『
孔
子
詩
論
』

と
の
内
在
的
つ
な
が
り
を
検
討
し
、
孔
子
の
『
詩
』
学
が
中
国
古

代
の
思
惟
方
式
と
言
葉
と
に
与
え
た
影
響
、
さ
ら
に
曽
子
・
子
思

の
「
慎
独
」
説
が
中
国
の
心
性
の
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。
「
論
魯
穆
公
変
法
中
的
子
思
ー
郭
店
楚
簡
《
魯
穆
公

問
子
思
》
及
相
関
問
題
研
究
」
は
、
『
魯
穆
公
問
子
思
』
に
お
い
て

子
思
が
魯
穆
公
の
変
法
中
に
提
出
し
た
思
想
を
検
討
し
、
子
思
が

孔
門
の
伝
統
を
伝
え
な
が
ら
斉
学
を
も
吸
収
し
、
一
定
の
法
家
思

想
を
具
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
《
子
思
子
》
輯

侠
校
補
」
で
は
、
輯
侠
書
で
あ
る
『
子
思
子
』
に
つ
い
て
、
校
補

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
附
録
と
し
て
、
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
』
（
文
物
出
版
社
、

一
九
八

0
年
三
月
）
所
収
の
『
五
行
』
の
釈
文
・
図
版
、
『
郭
店
楚

墓
竹
簡
』
所
収
の
『
五
行
』
の
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
。

本
書
は
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
馬
王
堆
吊
書
『
五
行
』
と
に

つ
い
て
詳
細
な
解
釈
・
考
察
等
が
な
さ
れ
て
お
り
、
『
五
行
』
を
研

究
す
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
『
五
行
』

に
関
す
る
他
の
研
究
書
と
し
て
、
『
簡
吊
五
行
解
詰
』
（
劉
信
芳
著
、

芸
文
印
書
館
、
二

0
0
0年
十
二
月
、
四

0
四
頁
、
横
組
繁
体
字
。

提
要
（
四
）
で
解
説
済
み
）
が
あ
る
。
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